
Ⅱ 成人人工内耳適応基準（2017） 

 

本適応基準は、成人例の難聴患者を対象とする。下記適応条件を満たした上で、

本人の意思および家族の意向を確認して手術適応を決定する。 

   

１． 聴力および補聴器の装用効果 

各種聴力検査の上、以下のいずれかに該当する場合。 

    ⅰ．裸耳での聴力検査で平均聴力レベル（500Hz、1000Hz、2000Hz）

が 90dB以上の重度感音難聴。 

ⅱ．平均聴力レベルが 70dB以上、90dB未満で、なおかつ適切な補聴

器装用を行った上で、装用下の最高語音明瞭度が 50％以下の高度

感音難聴。 

 

２． 慎重な適応判断が必要なもの。 

   A) 画像診断で蝸牛に人工内耳を挿入できる部位が確認できない場合。 

      B) 中耳の活動性炎症がある場合。 

      C) 後迷路性病変や中枢性聴覚障害を合併する場合。 

      D) 認知症や精神障害の合併が疑われる場合。 

   E） 言語習得前あるいは言語習得中の失聴例の場合。  

   F） その他重篤な合併症などがある場合。 

 

３． その他考慮すべき事項 

    A）両耳聴の実現のため人工内耳の両耳装用が有用な場合にはこれを否定

しない。 

    B）上記以外の場合でも患者の背景を考慮し、適応を総合的に判断する事

がある。 

    C）高音障害型感音難聴に関しては別途定める残存聴力活用型人工内耳ガ

イドライン（日本耳鼻咽喉科学会 2014）を参照とすること。 

 

４． 人工内耳医療技術等の進歩により、今後も適応基準の変更があり得る。 

海外の適応基準も考慮し、３年後に適応基準を見直すことが望ましい。 

 


